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“原価”とは？

□「企業は、生産・販売活動上さまざまな経済的資
源（たとえば、原材料、労働力、電力、機械・設備な
ど）を消費するが、このような経済的資源の消費額
を“原価”という。」（岡本清、「原価計算」第六訂版）

□ 「原価は、経営において作り出された一定の給付
に転嫁される価値であり、その給付にかかわらせて、
把握されたものである。」（原価計算基準）

企業活動原価 給付

経済的資源
製品／サービス
（経済的価値）

材料費／労務費／経費
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Cost Initial Value

原価とは？（ＩＶＩ流の解釈）

Initial 

Value

原価
Actual

Value

実価

Value

Transformation
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原価をつなぐバリューチェーン

インダストリアル・バリューチェーン

実価→原価

実価→原価

原価→実価
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投入した価値（実価）と原価

⑯エネルギーロス
①故障ロス

②段取りロス

③刃具交換ロス

④立上りロス

⑤チョコ停ロス

⑥速度低下ロス

⑦不良ロス

⑧シャットダウンロス

⑨管理ロス

⑩動作ロス⑪編成ロス

⑫自動化置き換えロス

⑬測定調整ロス

⑭型、治工具交換ロス

⑮歩留りロス
負荷時間

稼働時間

正味稼働時間

価値稼働時間

ロス

ロス

ロス
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ロス（ムダ）は原価か？

1. 造りすぎのムダ

2. 手待ちのムダ

3. 運搬のムダ

4. 加工そのもののムダ

5. 在庫のムダ

6. 動作のムダ

7. 不良品、手直しのムダ
1. 必要な情報を探すムダ

2. 必要な情報の到着を待つムダ

3. 不要な情報を生成するムダ

4. 不正確な情報を修正するムダ

5. そもそも情報を蓄積するムダ

6. そもそも情報を伝達するムダ

7. 情報の意味や精度を確認するムダ

ＴＰＳ

ＩＴカイゼン

製造現場

管理現場
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価格はどうやって決まるのか？

本
当
の
原
価

実
際
の
原
価

不要な
ムダ

必要な
ムダ？

実
際
の
価
値

Initial 

Value

原価

Actual

Value

実価

価格

利益

満足感

実
際
の
価
値

ただし、価値は
測定（定量化）

することができ
ない！

ビジネスは
不成立
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管理会計（Accounting）の目的は？
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とにかく

儲かりまし
た！！

なぜ？
理由は？

全然儲かり
ません！！

なぜ？
理由は？



管理会計（Accounting）の目的は？

過去の企業活動を正当に把握し第三者へ説明する。
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１００万円稼いだ！（収益＝１００万円）

一所懸命売った！

頑張って
作った！

ＴＶで
宣伝した！

商品を運んだ！

うちの会社の
知名度でしょ！

社員教育した！ 装置を
最新にした！

店舗を
掃除した！

いい材料
を使った！

実は紹介料払って
客を呼んできた！

いいものつくった
けど売れなかった！

機械かってきたけど
壊れちゃった！

契約直前で顧客を
怒らせてしまった！

工程カイゼン
したけど
注文が来ない！

大発明したの
だが商品化
されなかった

故障の兆候を
みつけて事前に
直しておいた！



ワークセンタ

生産要素仕掛品

ワークセンタ

資材

作業区作業区

拠点（工場）

製品または半製品 製品

拠点（工場）

企業

製品

工場の中は“コト”（原価）だらけ
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コト

コト

コト

コト
コト

コト

コト

コト
コト

コト

コト

コト

コト

コト

コト コト

コト

コト

コト

コト



企業のあちこちに原価がある！？

実績

指示

活動

活動

活動情報

情報

情報

活動

活動

加工

資材

情報

情報

事
実

計画

活動

活動

情報

計画

活動

実績

活動

情報

知識

情報

作業指示
の変更

移動指示

所有の移動

属性の変更
関係の変更

モノの
状態

状態変更
（依頼、完了、中断）
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役者＋活動ですべてを把握する

過去を
知りたい

現在を
知りたい

未来を
知りたい

記録していないこ
とは後になって何
もわからない

事実は今そこに
あってもその価値
がわからない

予定や予測は必
ずしもそのとおり
にはならない

活動

活動
活動

活動

活動
活動

活動

実績

実績
実績

実績

実績
実績

実績

予定

予定
予定

予定

予定
予定

予定

役者＋活動
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業務シナリオの展開（モデリング）
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個々に異なる業務を、できるかぎり共通の部品で定義する

シナリオや場面はインスタンス 活動、作業、モノ、情報はクラス

操作

操作

操作

きっかけ事象

モノ

情報

情報

活動

役者

役者

役者

場面

活動

活動

活動

とき

とき
とき

場面

場面

場面

場所

場所

シナリオ



期間損益とリアルタイム会計

前期の集計

現在 将来過去

フィード
バック

アクション

管理ギャップ
事
実
事
実
事
実
事
実
事
実
事
実
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前期の集計

現在 将来過去

フィード
バック

アク
ション

最新のデータで常に
基準値を更新する

事
実
事
実
事
実
事
実
事
実
事
実

新しい
事実



ものづくりをとらえるための基本軸
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（顧客側）

（供給側）

製品軸（モノ）

（顧客側）
（供給側）

タイプ（汎化側）

インスタンス
（個別側）

知識軸

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ 活動の
視点

Ｍ

資産の
視点

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｑ
Ｃ

Ｅ
Ｄ

管理の
視点

活動（Ｐ計画、Ｄ実施、Ｃ解析、Ａ改善）
資産（Ｍひと、Ｍ機械、Ｍ材料、Ｍ方法）
管理（Ｑ品質、Ｃ原価、Ｄ納期、Ｅ環境）



データを介したさまざまなサイクル
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製品ライフ
サイクル

工程サービス
サイクル

工程ライフ
サイクル

製品サプライ
サイクル

インスタンス タイプ

製品 生産
ライン

製品
モデル

工場
モデル

企業
モデル

短い 長い

サイクルタイム



つながるものづくりのためのＩＶＲＡ
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スマートな
ものづくり単位
（ＳＭＵ）

サプライヤー

HCT

HCT

HCT
物流センター
（ＳＭＵ）

客先工場
協力工場（ＳＭＵ）

役者／モノ
情報／データ

スマートな
移送単位
（ＰＬU）

ID ¥

ＰＬU

ID ¥

ＳＭＵ

ＳＭＵ

連携
管理

HCS

HCT

連携
管理

ハイパー連携
サーバー
（ＨＣＳ）

ハイパー連携
ターミナル
（ＨＣＴ）

ＰＬU

ID



ＳＭＵ連携で物・情報・お金の統合
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データ

サイバーコンテナ（PLU-C）

請求
¥

ID

モノ 情報

フィジカルコンテナ（PLU-P）

ひと

ID

お金
¥

ブロックチェーン
ID

金融機関

スマートな移送単位（PLU）

スマートな
ものづくり
単位（SMU）

スマートな
ものづくり
単位（SMU）

サイバーな
世界

フィジカルな
世界

ユニークなＩＤで
対応づける



明日の見える化が意味すること

モノ モノ

要求要求

前工程 後工程自工程

前工程の今日は、
自工程の明日である。

後工程の今日は、
自工程の明日である。

情報連携すれば
ほぼ確実な明日が
分かる！
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ご清聴ありがとうございました。

セカンドギア IVRA-Next
http://iv-i.org
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